
マ レ ー シ ア の 「 マ マ ッ ク 」
中島咲寧（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科博士課程）

　マレーシアに
行ったことがあ
る人なら、「ママ
ック(Mamak)」と
いう言葉になじ
みのある人も多
いだろう。ママッ
クとは通常、イン
ド系のイスラム
教徒（ムスリム）
が営む食堂のこ
とを指す。
　比較的安価で
飲食ができ、朝早
くから夜遅くま
で営業しており、
かつハラル（イス
ラム教の戒律で
許されたもの）の
食事を提供する

ママックは、老若男女や民族、宗教の別を問わず、マ
レーシア国民全員が家族や友人とのおしゃべりを楽し
む空間として愛されている。他方、ママックという語
は、インド系ムスリム集団そのものを指す意味合いも
ある。（※世代によって異なるが、蔑称と考える人もい
るため、言葉の使用には注意が必要である）
　本稿では、他の民族集団に比べてあまり語られるこ
とのない当集団の歴史を、その食文化との関連の中で
ひもといてみたい。
　初期のインド系ムスリムによるマレー半島への流入
は、15世紀ごろのマラッカ王国の時代にまでさかのぼ
る。彼らは主にインド亜大陸の東側にあたるコロマン
デル海岸から、ベンガル湾を渡って交易を行ったタミ
ル系のムスリム商人たちであり、その中には商売の腕
を買われて王宮専属の商人として重用された者もいる
と言われている。
　マラッカが陥落した後はアチェやリアウ（現在はイ
ンドネシア領）などの港を拠点に活動し、1786年にペ
ナンが開港すると、華人商人などの他集団に先駆けて
その多くがペナンに拠点を移した。後に港の周辺で商
売を営む者が増え始めると、定住化した人口の増加と
ともに居住区が形成された。よって現在も国内におけ
るインド系ムスリム人口の多くはペナンに居住してお
り、他の地域に居住する場合でも世代をさかのぼると
ペナン出身である場合が多い。
　現在われわれがママックで楽しめる料理の多くは、
こうして形成されたペナンのインド系ムスリム社会の

なかで生まれ、やがて全国へ広まっていったものであ
る。一方、ここでいくつかの定番メニューのルーツに
着目すると、当時のペナンには上述したタミル系の商
人集団以外に、多様な背景を持つインド系ムスリム移
民が存在していたことがわかる。
　例えば、ママックの定番、かつ既にマレーシア料理
の定番でもあるロティチャナイ (Roti Canai、薄焼き
パン)やテタレ（Teh Tarik、ミルクティー）は、当時
流刑地であったペナンに罪人として流入し、後に解放
された、インド亜大陸西側のマラバール海岸地域を出
身とするマラバリ（Malabaris）・ムスリムたちが売り
始めたのが最初であるとされている。
　また、ナシカンダル（Nasi Kandar、白米にカレーな
どインド系のおかずを盛り付けたもの）は、昔はイン
ド系ムスリムの男性がカンダーと呼ばれるてんびん棒
の両端にそれぞれ白米とカレーの入った鍋をつり、肩
に担いで売り歩いていたことが名前の由来とされるが、
そのスパイスの調合は、19世紀後半に生じた深刻な飢
饉（ききん）を理由にペナンに集団移住してきた南イ
ンド内陸部のカダヤナルール（Kadayanallur）村、テ
ンカシ（Tenkasi）村出身のムスリム女性たちによって
担われてきたとされている。
　ここから分かる通り、ママックの定番メニューの数
々は、さまざまな理由でペナンに移動してきたインド
系ムスリムたちの存在を背景に生み出され、当地域に
根付いてきた。現在、多くのママックでインド出身の
労働者が従業員として雇われ、彼らの手によってロテ
ィチャナイやナシカンダルなどの定番メニューが提供
されていることを思うと、ママックの味が多様な背景
を持つ人々によって守られている状況は、今に続くも
のといえるのかもしれない。
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